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６月２４日の例会報告 

会 長 の 時 間 

 とうとうこの日を迎えることになりました。肩の荷がち

ょっと下りたような、すがすがしい気持ちでやってま

いりました。後ほど会長退任のご挨拶をさせていた

だきますので、皆さんどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

幹 事 報 告 
◎臨時理事会のご報告 

１．出席免除願いの件 

  定款第１０条第５節（ａ） 中井俊之会員 

 

次年度幹事報告  
◎次年度理事会のご案内 

 本日例会終了後 ４階会議室 

◎この後の高田地区情報集会及び理事会での承

認が下りましたら、新入会員についての情報をご提

供いたしますので、ご意見のある方は私までご連絡

ください。 

◎本日、出席受付でご案内しておりましたが、事務

局からの連絡手段につきまして、メールかＦＡＸかい

ずれがよいか、お返事がまだの方はご記入の程よろ

しくお願いいたします。経費の関係上、できればメ

ールのご選択をお願いいたします。 

 

創 業 記 念 日 祝 
喜夛輝昌会員(6月25日) 

 

 

委員会報告及びその他の報告 

〇ローターアクト委員会  川中教正会員 

 本年度に引き続き、来年もローターアクト委員長を

させていただくことになりました。よろしくお願いいた

します。まず、本日１９時から今年度ローターアクトク

ラブ最終例会をヴェルデ�甚で開催いたします。ご

出席の程よろしくお願いいたします。 

 ７月９日（水）１９時半からローターアクトクラブの新

年度所信表明例会を開催いたします。会場はＪＲ高

田駅の奈良県産業会館です。こちらのご出席もよろ

しくお願いいたします。 

〇高田地区情報集会  西田陽昭会員 

 本日例会終了後、例会場にて臨時の情報集会を

開催させていただきますので、高田地区の皆様お

集まりください。 

 

ニ コ ニ コ 箱 
・本日をもって１年の締めくくりとなりますが、皆様の

友情に心から感謝。 池木啓仁会員 

・一年間ご協力ありがとうございました。皆様に感謝。 

 中井謙之会員 

・一年間本当にお世話になりました。 丸野正徳会員 

・会長、副会長、幹事、お疲れさまでした。 

 中井隆男会員 

・池木丸、無事の着岸おめでとう。航海中の「一歩前

へ」を十分楽しみましたか？ まずはお疲れさま。 

 杦村喜芳会員 

・池木会長ご苦労さまでした。 山田  博会員 

・一年間ご協力ありがとうございました。皆様に感謝。

来週からもよろしくお願いします。 木原常裕会員 

・池木会長のもと、三役の皆さん大変お世話になり

ました。また、お疲れさまでした。 涌田義昭会員 

・池木丸の無事着岸を祝って。スタッフの方、ご苦労

さまでした。 樫根正起会員 

・池木丸、一年間お疲れさまでした。 酒本將稔会員 

・池木会長、中井副会長、丸野幹事、一年間お世話

になり、ありがとうございました。 上田麻子会員 

・一年間ご協力ありがとうございました。 

 山本忠行会員 清水良彦会員 布施隆教会員 

 
 
 会長・副会長・幹事就任挨拶 
   
 

本日の例会 (７月１日) 

 
  
 委 員 長 活 動 方 針 報 告（１） 
   

次回の例会 (７月８日) 

 

 こうした活動を通じ、子どもたちの喜ぶ顔を見てお

りますと、ロータリーにとってこういった奉仕活動は非

常に大切なものだなと思いました。 

 さらに、ウォークラリーにおきましては、地域の皆様

と健康づくりや交流を深める機会を得ることができま

した。その裏側では、皆様のパワーと団結力に支え

ていただき、本当にありがとうございました。最後に、

子どもたちみんなが「ありがとう。ありがとう」と言って

帰っていきました。あの姿を見まして、地域貢献と奉

仕のすばらしさを感じることができました。 

 そして、私の不慣れな副会長の仕事を、池木会長

や、緻密な丸野幹事に支えていただきまして、何と

かふらふらしながらもやってくることができました。よ

いご指導いただいたことに感謝申し上げます。 

 こうしたクラブ活動を通じまして、私は奉仕精神と

は何かというのを非常に学ばせていただきました。

そして、クラブの皆様がみんな前向きに行動されて

いる姿に、多くの刺激を受けました。今後は、一会

員としてクラブの活動を支え、皆様にお返しをしたい

と考えております。 

 挨拶の終わりに、一つだけ申し上げたい課題がご

ざいます。池木会長も心配されていましたが、やはり

若いロータリアンが非常に少なくなってきたことを私

も懸念しております。そしてまた、会員数も減少して

きております。 

 そこで一つだけお願いしたいと思うのは、もう少し

ロータリーの門戸を広げていただけないかなというこ

とです。やはりハードルが高いというイメージがござ

います。今はいろんな職種がございます。新しい職

種にも目を向けて、次年度以降、共々に会員増強

に努力してまいりたいと考えております。 

 最後になりますが、これまでの支援とご厚情に感

謝申し上げまして、私の退任の挨拶とさせていただ

きます。どうもありがとうございました。 

 

 丸野正徳幹事 

 幹事就任時にご挨拶させていた

だきましたとおり、今から２年半前

の２０２２年１１月８日（火）、池木会

長より幹事のご用命を頂戴いたし

ました。ロータリー歴の非常に浅い、

浅学非才な私に、どうすれば池木会長がご満足い

ただけるような会の運営ができるのか、今現在も解を

見出すことはできておりません。 

 幹事就任時には、池木会長が第６５代大和高田Ｒ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ会長として名を残すことができるよう、天下人にな

っていただきたいというぐらいの志でスタートさせて

いただきました。かつて、徳川家康には、その片腕と

して石川数正のような人物がおりました。彼らは身を

呈してでも、殿の身をお守りし、守り立てておりまし

た。私が石川数正のような役目を本当に果たせたの

かは、甚だ疑問ではございます。 

 池木会長、中井謙之副会長、本当に１年間お疲れ

さまでした。ご指導いただきましたことに御礼申し上

げます。 

 さて、本年度池木会長のスローガンは、「Next 

Stage・共に一歩前へ」でございました。社会の変化

に対応することこそ成長であるとし、地域社会のニ

ーズに合った奉仕を行っていくことを目標に、各委

員長様とともに全力で取り組んでまいりました。各委

員長様、本当にありがとうございました。また、今回

の任に当たり、慣れない幹事業務を心配していただ

き、私のことを常にご心配いただきましたロータリー

の友人に感謝を申し上げます。ありがとうございまし

た。 

 また、苦境に立たされたとき、いつも励ましの言葉

を頂戴し、判断に迷ったときには、これが大和高田Ｒ

Ｃのためになるかならないかが判断材料だということ

をご教示いただきましたロータリーの先輩方、ありが

とうございました。 

 そして、いつも適切なアドバイスをいただきました、

ロータリーの事務局の方々に感謝申し上げます。 

 最後になりますけれども、先日、池木会長よりご紹

介がございました、「清貧の思想」の一節がございま

す。この一文は、この一年間の活動の中で、私の心

に一番刺さりました。そこで、再度ご紹介させていた

だきます。 

 「怒りをやめて感謝で人を動かす。否定をやめて

理解しようと歩み寄る。自慢話をやめて失敗談を伝

える。干渉をやめて任せる勇気を持つ。無愛想をや

めて笑顔で過ごす。偏見をやめて謙虚に学ぶ。もら

うのをやめて与える意識を持つ。孤独をやめて一期

一会を大切にする」、まさに池木会長が、ご就任時

の会長挨拶でおっしゃっていたことと同じでございま

す。今後の人生を過ごしていく上での糧とさせてい

ただきます。 

 非常に至らぬ幹事でございましたが、一年間、皆

様には大変お世話になり、ありがとうございました。

これをもって退任のご挨拶とさせていただきます。皆

さん、一年間どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出席報告 

 
会員 
総数 

出席 
義務 
会員数 

義務 
会員 
出席数 

義務 
会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

６月24日 87 55 49 6 2 32 26 0 95.06％ 
６月17日 87 55 49 6 2 32 24 1 95.00％ 
６月10日 87 55 49 6 3 32 22 2 96.20％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（６月１７日の弁当残数は２個） 

 



・一年間大変お世話になりました。ありがとうございま

した。 

 東辻英郎会員 山田幸雄会員 出川裕一会員 

 杉垣輝樹会員 平岡雄一郎会員 松村裕玄会員 

 堀内邦郎会員 杉村喜之会員 當麻泰己会員 

・会長、副会長、役員の方々、一年間お務めご苦労

さまでした。 

 村島靖一郎会員 𠮷村元嗣会員 川中光教会員 

 𠮷村定義会員 鈴木勝士会員 黒松  健会員 

 村井善治会員 脇本𠮷清会員 吉村忠雄会員 

 田中康正会員 �  修会員 世古千代子会員 

 河村憲一会員 喜夛輝昌会員 高橋正典会員 

 廣橋健次郎会員 安田志郎会員 牧浦  徹会員 

 髙木美香会員 川中教正会員 

・池木会長はじめ、役員の皆様方、一年間お疲れさ

までした。大変お世話になりました。 

 竹村惠史会員 甲村侑男会員 船木克容会員 

 寺田俊彦会員 中堀克己会員 林田光治会員 

 下村敏博会員 池田定嗣会員 佐藤佳雄会員 

 𠮷川利幸会員 吉井英一郎会員 西田陽昭会員 

 川村英亮会員 吉岡弘修会員 𠮷川雅章会員 

 垣本喜己会員 瀧本栄一会員 酒本良司会員 

 林  輝一会員 俵本和実会員 吉岡寛人会員 

 志賀正博会員 

・孫が生まれました。 松村實昭会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長・副会長・幹事退任挨拶 
 池木啓仁会長 

 今、清水ニコニコ箱委員長から

たくさんの報告を頂戴いたしました。

皆さんのご友情に感謝申し上げま

す。 

 最後の例会で会長の退任挨拶

をさせていただくことを大変光栄に

思っております。 

 本年度は、本日の例会をもちまして、最終例会と

なります。会員の皆様には、改めてこの１年間、私た

ち執行部をお支えいただきましたことに対しまして、

心から感謝とお礼を申し上げます。 

 私が年度初めにおいて、一番に達成しなければな

らないと考えたことの一つは会員の増強でありました。

２６年ほど前になりますが、私が入会したとき、たしか

１１７名ほどが在籍されておられたと思います。それ

からじりじりと減少し、ついに１００名の大台を割り、

現在９０名も切ってしまったのが現状であります。 

 何とか純増で終わりたい、悪くとも現状維持であり

たいと願っておりました。そこで、会員勧誘のための

リーフレットを脇本増強委員長にお願いし、作成をし

ていただきました。 

 入会は２名を数えましたが、残念ながらお亡くなり

になられた方も含めて、５名の退会者がございまし

た。年初より３名の減少となってしまいました。その

点につきましては、私自身の力不足を感じ、大変申

し訳なく思っております。 

 先週も申し上げましたとおり、会員の平均年齢を考

えたとき、１０年後の当クラブの現状はどのようになっ

ているのだろうと思うと、大変心配であります。そのた

めには、４０代、５０代の若手にぜひ入会していただ

けるような、より魅力あるクラブになっていかなけれ

ばならないと感じているところでもあります。 

 どうぞ、次年度はその点を、自分自身のことのよう

に捉えていただきまして、勧誘にお力を貸していた

だきたいと思います。 

 さて、冒頭でもお話ししましたとおり、各委員会の

皆様には大変お世話になりました。とりわけ、五大奉

仕の委員長様と委員の皆様、大変ありがとうござい

ました。 

 継続事業である、青少年奉仕委員会の少年少女

野球教室、ラグビー教室の開催におきましては、何

百人もの参加者を得ることができました。當麻委員

長並びに委員の皆様、そして山下会員に、段取りや

打合せ、その他の準備において奔走していただき、

心から感謝いたします。 

 また、川村職業奉仕委員長には、継続事業のエッ

センシャルワーカー表彰やフードラン、またそれに

伴う募金活動、ローターアクトと一緒にフードドライブ

事業にも参画していただきました。さらには高田警

察署、香芝警察署との、当クラブとして初めてとなる、

交通安全啓発ポスターコンテストの実施など、精力

的に、かつ多彩な事業の展開をしていただきました。

新たな足跡を残してくださったことに大変誇りを感じ

ました。 

 また、今年度、初めての試みとして、社会奉仕委

員会の吉岡委員長には、大和高田歴史ウォークと

題して、高田のまちの歴史を参加者に深く知ってい

ただき、この高田のまちに、より愛着と誇りを感じて

いただこうと、旧高田川の５つの橋の史跡をめぐるス

タンプラリーを開催していただきました。とてもたくさ

んのロータリアンの参加がございました。また、お米

や参加賞を入れる立派な袋なども提供していただき、

１５０名を超える小中学生とご家族の参加を得ました

こと、私としても大成功であったと感謝しているところ

であります。 

 それから、川中教正ローターアクト委員長にも、大

幅な会員の増強、並びに親会とローターアクトをつ
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だきたいと思います。 

 さて、冒頭でもお話ししましたとおり、各委員会の

皆様には大変お世話になりました。とりわけ、五大奉

仕の委員長様と委員の皆様、大変ありがとうござい

ました。 

 継続事業である、青少年奉仕委員会の少年少女

野球教室、ラグビー教室の開催におきましては、何

百人もの参加者を得ることができました。當麻委員

長並びに委員の皆様、そして山下会員に、段取りや

打合せ、その他の準備において奔走していただき、

心から感謝いたします。 

 また、川村職業奉仕委員長には、継続事業のエッ

センシャルワーカー表彰やフードラン、またそれに

伴う募金活動、ローターアクトと一緒にフードドライブ

事業にも参画していただきました。さらには高田警

察署、香芝警察署との、当クラブとして初めてとなる、

交通安全啓発ポスターコンテストの実施など、精力

的に、かつ多彩な事業の展開をしていただきました。

新たな足跡を残してくださったことに大変誇りを感じ

ました。 

 また、今年度、初めての試みとして、社会奉仕委

員会の吉岡委員長には、大和高田歴史ウォークと

題して、高田のまちの歴史を参加者に深く知ってい

ただき、この高田のまちに、より愛着と誇りを感じて

いただこうと、旧高田川の５つの橋の史跡をめぐるス

タンプラリーを開催していただきました。とてもたくさ

んのロータリアンの参加がございました。また、お米

や参加賞を入れる立派な袋なども提供していただき、

１５０名を超える小中学生とご家族の参加を得ました

こと、私としても大成功であったと感謝しているところ

であります。 

 それから、川中教正ローターアクト委員長にも、大

幅な会員の増強、並びに親会とローターアクトをつ

 

なぐために、ひと汗もふた汗もかいて貢献していた

だいたことにお礼を申し上げたいと存じます。 

 そして、国際奉仕の髙木委員長には、長年途絶え

ていた、姉妹クラブのリズモー西ＲＣとの交流再開の

糸口と掘り起こしに尽力をしていただきました。 

 また、親睦委員会の桑委員長には、家族例会に

おきまして、二部制でそつなく、しかも親睦の深まる

温かい空間を提供してくださったことに、さすが桑さ

ん、親睦委員長を受けていただいたのは大正解だ

ったと感謝しています。 

 それから、出席委員会の志賀委員長は、お弁当ロ

ス対策として、当然のこととはいえ、やはり言いにく

いことをしっかりと発信していただき、目に見えて結

果を出してくださいました。 

 また、当クラブの財源の下支えとなるニコニコ箱で

も、皆様のご協力で目標額を十分にクリアしていた

ただきましたこと、重ねてお礼を申し上げます。 

 その他、各委員会でも、それぞれの活動計画に従

って、いろいろと工夫をし、この１年大いに盛り上げ

ていただきました。１年を終えるに当たりまして、感

謝とお礼の気持ちでいっぱいです。 

 歴代の会長が皆さん通ってこられた道ではありま

すが、皆、それぞれ多少の違いはあるのでしょうか。

振り返ってみますと、会長エレクトに指名されたとき、

私はその場から逃げ出してしまいたい気持ちが断然

強かったことをはっきりと覚えております。しかし、川

中光教指名委員長と、９年前に幹事としてお仕えを

させていただいた船木会長のお二人がお願いに来

られ、私はそのとき、入会時推薦者の杦村会員の言

葉を思い出しました。ロータリーでは、返事は「yes」

か「はい」しかないですよという言葉です。 

 また、船木会長の下で幹事をさせていただいたと

きに、船木会長がお呼びになった講師のことも思い

出しました。その講師の方は、「頼まれ事は試され事」

という心に刺さるお話をなさいました。頼まれるという

ことは、その人からの信頼を受け、そしてある種、試

されているんだと考えるようになりました。少し大げさ

な言い方かもしれませんが、試されているのなら、自

分なりにベストの答えで返すことだと思いました。 

 それでも、１年に４０回もある例会の会長挨拶をどう

しようか、イベントごとの挨拶もあるし、会長としての

責任ある言動と行動を発信できる能力はあるのかと

考えました。そして、皆さんをまとめていけるだけの

度量は自分にあるのか、始まる前からいろいろな葛

藤が頭をよぎりました。 

 しかし、そんな私にとって幸いであったのは、最も

重要な側近である丸野幹事を得られたことでありま

す。陰になりひなたになり、一歩先を読んで支えてく

ださいました。私自身は割と気がつくほうだと思って

おりましたが、丸野幹事の読みは私の比どころでは

なく、１年以上も前から、骨を粉にして身を砕いて、

力の限り尽くす、いわゆる粉骨砕身の精神で事に当

たってくれました。心の底から感謝とお礼を申し上げ

ます。ありがとうございました。 

 今日から６月の末頃までもう少し間がございますけ

れども、この例会が終われば心が軽くなって、何かし

ら笑顔になれそうな気がいたします。次年度は山田

会長、木原幹事で始まるわけでありますが、今年度

の足らない部分を補っていただき、また一味違った

年度運営になることだろうと思います。私は次年度、

増強委員長を仰せつかることになりますが、精一杯

協力していきたいと存じます。 

 最後になりますが、毎回の会長挨拶では、いろい

ろな情報を集め、また、自分なりの考えなどを交えて、

好き勝手なことを申しました。中には、今日の挨拶は

ロータリアンとして、中身がちょっと違うだろうと思わ

れた方もあるかと思います。しかしながら、２００４年

－０５年度の第４５代会長、田津原昭三さんがときど

きおっしゃっていたことを今でもよく覚えております。

それは、「ロータリーは言いたいこと言いの怒りなし。

ロータリーの友情を持って皆で解決しよう」という言

葉です。私はこの言葉が大好きです。これからも皆

さんとともに、親睦と奉仕により、一歩前への精神で

前進したいと思います。 

 この１年、本当にお世話になりました。改めて皆さ

んの友情に感謝し、心からお礼を申し上げ、次年度

の山田会長にバトンを渡したいと思います。 

 結びに、自己満足ではございますが、この１年を

通して、皆様とのより深い信頼と友情を感じられたこ

とに、再度心からお礼を申し上げます。ありがとうご

ざいました。 

 

 中井謙之副会長 

 副会長の任期を終えるのに当た

りまして、一言、お礼と感謝を申し

上げます。１年間という短い期間で

はありましたが、多くの貴重な経験

をすることができました。皆様の温

かい愛情に支えられまして、何とか１年間終わること

ができました。本当に感謝申し上げます。 

 具体的な内容につきましては、会長がお話しくだ

さいましたので、私の考えを少しお話しさせていた

だこうと思います。 

 私が一番感じたことは、各委員会を通じて会員の

皆様にすばらしい活動をしていただいたということで

す。 

 １つは、本当にいろんなご配慮をいただき、子ども

たちの健康や成長に寄与する社会貢献として、野

球教室やラグビー教室を開いていただきました。子

どもたちと一緒にスポーツ体験をすることで、地元貢

献の意味を改めて感じることができました。 

 また、交通安全ポスターの件についても、委員会

の皆様の細心なる調整能力のおかげで、警察とも

連携しすばらしい活動ができました。子どもたちの

交通安全教育に十分貢献できたかと思っております。 

 



 こうした活動を通じ、子どもたちの喜ぶ顔を見てお

りますと、ロータリーにとってこういった奉仕活動は非

常に大切なものだなと思いました。 

 さらに、ウォークラリーにおきましては、地域の皆様

と健康づくりや交流を深める機会を得ることができま

した。その裏側では、皆様のパワーと団結力に支え

ていただき、本当にありがとうございました。最後に、

子どもたちみんなが「ありがとう。ありがとう」と言って

帰っていきました。あの姿を見まして、地域貢献と奉

仕のすばらしさを感じることができました。 

 そして、私の不慣れな副会長の仕事を、池木会長

や、緻密な丸野幹事に支えていただきまして、何と

かふらふらしながらもやってくることができました。よ

いご指導いただいたことに感謝申し上げます。 

 こうしたクラブ活動を通じまして、私は奉仕精神と

は何かというのを非常に学ばせていただきました。

そして、クラブの皆様がみんな前向きに行動されて

いる姿に、多くの刺激を受けました。今後は、一会

員としてクラブの活動を支え、皆様にお返しをしたい

と考えております。 

 挨拶の終わりに、一つだけ申し上げたい課題がご

ざいます。池木会長も心配されていましたが、やはり

若いロータリアンが非常に少なくなってきたことを私

も懸念しております。そしてまた、会員数も減少して

きております。 

 そこで一つだけお願いしたいと思うのは、もう少し

ロータリーの門戸を広げていただけないかなというこ

とです。やはりハードルが高いというイメージがござ

います。今はいろんな職種がございます。新しい職

種にも目を向けて、次年度以降、共々に会員増強

に努力してまいりたいと考えております。 

 最後になりますが、これまでの支援とご厚情に感

謝申し上げまして、私の退任の挨拶とさせていただ

きます。どうもありがとうございました。 

 

 丸野正徳幹事 

 幹事就任時にご挨拶させていた

だきましたとおり、今から２年半前

の２０２２年１１月８日（火）、池木会

長より幹事のご用命を頂戴いたし

ました。ロータリー歴の非常に浅い、

浅学非才な私に、どうすれば池木会長がご満足い

ただけるような会の運営ができるのか、今現在も解を

見出すことはできておりません。 

 幹事就任時には、池木会長が第６５代大和高田Ｒ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ会長として名を残すことができるよう、天下人にな

っていただきたいというぐらいの志でスタートさせて

いただきました。かつて、徳川家康には、その片腕と

して石川数正のような人物がおりました。彼らは身を

呈してでも、殿の身をお守りし、守り立てておりまし

た。私が石川数正のような役目を本当に果たせたの

かは、甚だ疑問ではございます。 

 池木会長、中井謙之副会長、本当に１年間お疲れ

さまでした。ご指導いただきましたことに御礼申し上

げます。 

 さて、本年度池木会長のスローガンは、「Next 

Stage・共に一歩前へ」でございました。社会の変化

に対応することこそ成長であるとし、地域社会のニ

ーズに合った奉仕を行っていくことを目標に、各委

員長様とともに全力で取り組んでまいりました。各委

員長様、本当にありがとうございました。また、今回

の任に当たり、慣れない幹事業務を心配していただ

き、私のことを常にご心配いただきましたロータリー

の友人に感謝を申し上げます。ありがとうございまし

た。 

 また、苦境に立たされたとき、いつも励ましの言葉

を頂戴し、判断に迷ったときには、これが大和高田Ｒ

Ｃのためになるかならないかが判断材料だということ

をご教示いただきましたロータリーの先輩方、ありが

とうございました。 

 そして、いつも適切なアドバイスをいただきました、

ロータリーの事務局の方々に感謝申し上げます。 

 最後になりますけれども、先日、池木会長よりご紹

介がございました、「清貧の思想」の一節がございま

す。この一文は、この一年間の活動の中で、私の心

に一番刺さりました。そこで、再度ご紹介させていた

だきます。 

 「怒りをやめて感謝で人を動かす。否定をやめて

理解しようと歩み寄る。自慢話をやめて失敗談を伝

える。干渉をやめて任せる勇気を持つ。無愛想をや

めて笑顔で過ごす。偏見をやめて謙虚に学ぶ。もら

うのをやめて与える意識を持つ。孤独をやめて一期

一会を大切にする」、まさに池木会長が、ご就任時

の会長挨拶でおっしゃっていたことと同じでございま

す。今後の人生を過ごしていく上での糧とさせてい

ただきます。 

 非常に至らぬ幹事でございましたが、一年間、皆

様には大変お世話になり、ありがとうございました。

これをもって退任のご挨拶とさせていただきます。皆

さん、一年間どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出席報告 

 
会員 
総数 

出席 
義務 
会員数 

義務 
会員 
出席数 

義務 
会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

６月24日 87 55 49 6 2 32 26 0 95.06％ 
６月17日 87 55 49 6 2 32 24 1 95.00％ 
６月10日 87 55 49 6 3 32 22 2 96.20％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（６月１７日の弁当残数は２個） 

 


